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はじめに 

近年、クラウド DB ではキー・バリュー・

ストア（KVS）あるいは NoSQL(Not only SQL)

と呼ばれるスキーマレスな分散ストレージ

技術が話題となっている。本稿では GT.M を

クラウドのバックエンド DB として挑戦的

な取り組みをしている M/Wire を紹介する。 

一方、M 言語の開発は、従来のテキスト

ベースから IDE (Integrated Development 

Environment) 環境への移行が求められて

いる。Cache’ スタジオはその 1つである。 

Eclipse Plugin Vist ALink は、IDE であ

るEclipse上でGT.Mの様々な開発をサポー

トする Java モジュールである。 

 

M/Wire とは？ 

 一般的な分散 KVS-DB では、サーバー・サ

イドの KVS（クラウド DB）とクライアント・

サイドのアプリケーションとの間で、テキ

ストベースのプロトコルでサーバー・サイ

ドへ参照・更新問い合わせを行っている

(memcached, Redis 等)。これは例えば、Open 

MUMPS Interconnect MDC-OMI V1.1 

(1995/12)に似通った取り扱いである。 

 2010 年 2 月に M/Gateway 社が発表した

M/Wire は、GT.M(Cache’)に Redis 互換のプ

ロトコルを持つ RPC プログラムを実装し、

さらに、M テクノロジー固有な階層の散在

配列構造を操作するための拡張を行ってい

る。 

 クラウド向けの KVS 用プロトコルを用い

ることにより、クライアント・サイドのア

プリケーション・ロジックはそのままで、

NoSQL や KVS データベースを GT.M(Cache’)

に置き換えることが可能となり、クラウド

環境における M テクノロジーのアドバンテ

ージを実証するような実験が可能となる。 

 

Eclipse Plugin-VistA Link とは？ 

 サーバ側で動作する VistA Link に対して、

Eclipse に追加した VistA Link プラグイン

からの RPC により、GT.M の統合開発環境を

実現する。テキストハイライトのみなら

ず、%RD や%GL なども、ビジュアル感覚の操

作ができることは魅力的である。 
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